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令和５年１２月１５日  

 

 

日光市議会議長 田 村 耕 作 様  

 

 

日光市議会議員 亀 井 崇 幸  

 

 

議 員 派 遣 報 告 書 

 

 

目  的  

（会議等の名称）

人口減少対策・地方創生特別研修  

（人口減少と共存する方策）  

会議等の  

主催者の名称  

地方議員研究会  

場  所  

名称等：リファレンス国際ビル  

 

住 所：東京都千代田区丸の内３丁目１－１国際ビル２Ｆ  

期  間  令和５年１１月１７日（金）  

会議等の内容  別紙資料のとおり  

会議等の  

所感・成果等  

関東学院大学法学部地域創生学科の牧瀬稔教授を講師

に、「人口減少と共存する方策」を受講した。  

地域活性化の事例として、境港市の「水木しげるロード」

や宇都宮市の「餃子」、五所川原市「地吹雪体験ツアー」な

どが紹介された。事例からは、地域活性化のためには、地域

にすでにある資源をどのように生かしていくか（あるもの

探し）が重要であると学ぶことができた。  

加えて地域イメージの構築（ブランド化）とそれを活用す

るためのブランドメッセージの重要性についても講義があ
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った。香川県の「うどん県」や津軽地方の「落ちないリンゴ」

の事例をもとに、ポイントを絞ったメッセージ性のある広

告が必要であるとのことだった。  

また、近年の地方創生の現状を説かれ、シビックプライド

（地域に対する市民の誇りという概念）への期待と縮小均

衡を目指した行政経営が必要と説かれた。  

当市において、人口減少は避けることのできない課題で

あり、行政の安定を維持しつつも、人口規模の縮小を前提と

した各種施策を展開することが重要であると感じた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


